
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 高 南 部 森 林 管 理 署

平成 23 年 4 月 1 日 

 NO126 

新年度事業がスタート！！ 
春の定期異動等により、新体制によるスタートとな

りました。気持ちも新たに、署長を先頭に職員一丸と

なって地域より信頼される日高南部森林管理署を目

指しますので宜しくお願いします。 



 

 

 

 

 

（署長 上平 清治） 

４
月
１
日
よ
り
、
日
高
南
部
署
で
お

世
話
に
な
り
ま
す
上
平
で
す
。 

   

先
ず
も
っ
て
、
３
月
11
日
の
宮
城
県

沖
を
震
源
と
す
る
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

一
日
も
早
い
復
旧
と
、
皆
様
の
ご
健
康

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

私
は
、
旧
旭
川
局
美
瑛
署
で
採
用
と
な

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
旭
川
管
内
で
勤
務

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
の
勤
務
地
日
高

地
域
は
初
め
て
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
が
勤
務
し
て
い
ま
し
た
留
萌
北
部
森

林
管
理
署
は
、
北
西
の
沖
合
約
６０

ｋｍ
に
秀

峰
利
尻
岳
を
望
む
稚
内
か
ら
約
７０

ｋｍ
南

方
の
日
本
海
に
面
し
た
街
で
、
森
林
管
理

署
の
前
身
で
あ
る
組
織
が
開
設
（
M

３５

年
）
さ
れ
た
明
治
後
期
か
ら
大
正
初
期
に

か
け
て
は
、
天
塩
川
河
口
は
国
外
へ
の
木

材
積
み
出
し
港
と
し
て
名
を
は
せ
、
林
産

業
は
地
域
経
済
の
牽
引
役
で
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
で
は
製
材

工
場
も
無
く
な
り
、
人
口
約
３
，
７
０
０

ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
で
紹
介
さ
れ
た
襟
裳
岬
の
緑

化
等
人
々
が
長
年
に
渡
っ
て
育
ん
で
き
た

歴
史
の
重
み
が
漂
う
地
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
皆
様
に
教
え
を
頂
き
、
当

地
域
の
良
さ
を
十
二
分
に
感
じ
取
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

現
在
、
国
有
林
野
事
業
は
、
そ
の
組
織
・

技
術
力
・
資
源
を
活
用
し
て
人
材
の
育
成
、

森
林
整
備
の
効
率
化
、
木
材
利
用
の
拡
大

等
に
率
先
し
て
取
り
組
み
、
「
森
林
・
林

業
の
再
生
に
向
け
た
改
革
の
姿
」
で
目
指

し
て
い
る
我
が
国
森
林
・
林
業
の
再
生
に

貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

職
場
の
安
全
確
保
と
「
和
」
の
醸
成
に

努
め
、
国
民
の
信
頼
に
応
え
地
域
の
発
展

に
役
立
て
る
よ
う
業
務
に
あ
た
っ
て
参
る

考
え
で
す
。
皆
様
の
理
解
と
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

               

人
、
乳
牛
約
１
２
，
０
０
０
頭
、
そ
の
他

に
育
成
和
牛
が
数
多
く
飼
育
さ
れ
て
い
る

酪
農
と
畜
産
と
シ
ジ
ミ
漁
を
主
体
と
す
る

一
次
産
業
の
町
で
す
。 

 

  

日
高
地
域
は
、
旧
御
料
牧
場
時
代
か
ら

続
く
馬
産
地
と
し
て
の
歴
史
と
有
名
な
日

高
コ
ン
ブ
を
主
体
と
す
る
漁
業
が
中
心
で

留
萌
北
部
地
域
と
同
様
の
一
次
産
業
の
街

と
思
い
ま
す
。 

  

し
か
し
、
南
北
に
約
４５０

ｋｍ
以
上
離
れ
、

日
本
海
に
面
し
た
冬
は
地
吹
雪
を
伴
う
西

風
の
前
任
地
と
は
大
き
く
異
な
り
、
日
高

地
域
は
太
平
洋
に
面
し
、
雪
が
少
な
く
気

温
の
年
較
差
も
小
さ
く
、
生
育
す
る
樹
種

も
違
い
が
あ
る
の
で
は
と
感
じ
て
お
り
、

ま
た
、
静
内
二
十
間
道
路
桜
並
木
、
プ
ロ



 

 

 
 

 

昭和４４年４月岩見沢営林署に採用以来、日高南部森林管理署勤

務をもって４２間の公務員生活を卒業することになりました。 

この間、数多くの方と出会い、個人はもとより仕事上においても

ご指導・ご協力をいただき心よりお礼申し上げます。 

また、平成元年より平成１２年まで、組合(地本)の役員を経験さ

せていただいたことは貴重な経験となりました。退職後は、野球観

戦・旅行など家族との時間を大切にして行きたいと思っています。

長年お世話になりありがとうございました。 

（次長 永野正人） 

労
働
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
人
命

尊
重
を
基
本
理
念
と
し
て
、
安
全
管
理
体

制
の
活
性
化
、
基
本
動
作
の
徹
底
、
作
業

基
準
の
遵
守
等
に
よ
り
、
重
大
災
害
は
も

と
よ
り
労
働
災
害
の
撲
滅
を
目
標
に
、

局
・
署
・
現
場
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

さ
て
、
平
成
２３
年
度
の
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
平
成
２２
年
度
に
お
け
る

公
務
災
害
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
、
道

局
管
内
で
２
件
の
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
当
署
に
お
い
て
は
、
平
成
１５
年
度
か

ら
続
い
て
い
た
無
災
害
も
、
一
昨
年
８
月
に

境
界
巡
検
、
昨
年
６
月
に
も
生
産
事
業
予
定

箇
所
の
路
線
予
定
線
の
踏
査
中
に
そ
れ
ぞ
れ

公
務
災
害
が
発
生
し
、
二
年
連
続
で
公
務
災

害
が
発
生
す
る
と
い
う
残
念
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
災
害
の
多
く
は
、
基
本
動
作

の
欠
如
、
歩
行
や
周
囲
の
確
認
、
刃
物
の
取

扱
い
等
の
不
徹
底
が
起
因
し
発
生
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
重
大
災
害

に
結
び
つ
く
恐
れ
の
あ
る
も
の
や
災
害
に
は

な
ら
な
か
っ
た
ヒ
ヤ
リ
事
故
や
通
勤
途
上
に

お
け
る
災
害
も
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
２３
年
度
に

お
い
て
も
、
安
全
衛
生
管
理
重
点
施
策
等
に

基
づ
き
、 

①
安
全
衛
生
管
理
機
能
の
発
揮 

②
安
全
衛
生
教
育
の
充
実
・
強
化 

③
安
全
作
業
の
実
践
・
強
化 

④
蜂
刺
さ
れ
災
害
の
未
然
防
止
対
策
の
推
進 

⑤
健
康
管
理
の
充
実 

⑥
各
種
作
業
に
お
け
る
安
全
対
策
の
推
進 

⑦
職
業
生
疾
病
の
発
生
予
防 

⑧
交
通
安
全
教
育
指
針
等
に
基
づ
い
た
安
全

教
育
に
よ
る
交
通
災
害
等
の
防
止
を
重
点
施

策
と
し
て
、
署
・
現
場
一
体
と
な
っ
て
諸
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
安

全
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
気
持
ち
を
新
た
に
「
仲
間
に
も
怪
我
は

さ
せ
な
い
」
と
の
同
じ
気
持
ち
・
認
識
を
持

っ
て
、
仲
間
の
不
安
全
な
行
動
は
見
逃
さ
ず
、

そ
の
場
で
指
摘
し
、
言
わ
れ
た
方
も
素
直
に

受
け
止
め
反
省
す
る
と
い
う
初
心
に
か
え

り
、
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
安
全
作
業
は
時
間 

と
心
の
ゆ
と
り
か
ら 

み
ん
な
で
築
く
無
災

害
』
の
下
、
署
全
体
で
「
安
全
で
明
る
い
職

場
」
を
目
指
し
、
職
員
の
健
康
管
理
の
推
進

と
と
も
に
、
『
無
災
害
』
を
達
成
す
る
た
め
、

職
員
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 



  

 

 

 

 
 

 
 

 

御
園
東
森
林
事
務
所
森
林
官 

 
 

石
黒 

雅
人 

平

成

2 3
年

2
月

2 3
日

に

、

日

高

地

区

「

森

林

・

林

業

・

林

産

業

活

性

化

推

進

議

員

連

盟

連

絡

会

」

及

び

「

森

林

・

林

業

・

林

産

業

活

性

化

を

促

進

す

る

た

め

の

連

絡

会

議

」
主

催

に

よ

る
『

日

高

の

森

林

（

も

り

）

づ

く

り

を

広

げ

る

集

い

』

が

新

ひ

だ

か

町

公

民

館

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

今

年

は

、
国

連

が

定

め

る
「

国

際

森

林

年

」

と

な

っ

て

お

り

、

 

第

一

部

は

、

基

調

講

演

と

し

て

、

北

海

道

森

林

管

理

局

企

画

調

整

部

長

の

松

本

芳

樹

氏

に

よ

る

『

森

林

・

林

業

再

生

プ

ラ

ン

に

つ

い

て

』

と

題

し

た

、

地

域

経

済

の

活

性

化

雇

用

創

出

の

道

し

る

べ

に

つ

い

て

の

講

演

が

あ

り

ま

し

た

。 

第

二

部

は

、

環

境

省

「

希

少

野

生

植

物

保

全

推

進

委

員

」

の

高

橋

誼

氏

に

よ

る

『

里

山

の

保

全

に

つ

い

て

』

と

題

し

、

里

山

の

生

物

多

様

性

に

つ

い

て

動

植

物

の

ス

ラ

イ

ド

を

交

え

な

が

ら

講

演

が

あ

り

ま

し

た

。 

  

当

日

は

、
町

内

外

か

ら

約

二

百

名

の

参

加

が

あ

り

、

皆

さ

ん

熱

心

に

講

演

に

聞

き

入

り

、

森

林

に

対

し

て

の

理

解

を

深

め

て

い

ま

し

た

。 

（

業

務

第

二

課

長

） 

 

当
森
林
事
務
所
に
赴
任
し
て
か
ら
１

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
４
年
に
新
規
採
用
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
の
御
園
勤
務
で
す
。

当
時
植
付
を
し
て
い
た
造
林
地
が
今
で

は
大
き
く
育
っ
て
い
た
り
、
隣
に
は
上
司

で
あ
る
森
林
官
が
い
た
の
が
、
現
在
は
、

私
が
森
林
官
で
所
員
が
居
る
と
い
っ
た
、

時
間
の
流
れ
と
懐
か
し
さ
、
ま
た
不
思
議

さ
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

現
在
御
園
地
区
で
は
、
林
野
巡
視
や
地

林
況
調
査
を
主
体
に
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
過
去
と
比
較
す
れ
ば
大
径
木
が
少

な
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
が
、
前
任
地
と

比
べ
天
然
林
も
多
く
自
然
豊
か
な
場
所
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
形
や
地
質
な

ど
考
慮
す
べ
き
点
が
多
く
、
山
仕
事
の
難

し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
場
勤
務
は
７
年
ぶ
り
で
、
業
務
や
事

務
的
に
変
わ
っ
た
点
も
あ
り
ま
す
が
、
所

員
の
小
針
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
し
な
が

ら
、
今
後
も
安
全
作
業
で
業
務
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 
山火事警防実施期間 
４月１日から６月３０日（強調期間５月３１日まで） 

平成２３年林野火災予防全道統一標語 

   小さな火 大きな森も 焼きつくす 

   （当麻町立宇園別小学校 六年 清水 彩花） 

 

気
候
温
暖
な
当
署
管
内
で
も
、
冬
期
間
は

積
雪
に
よ
り
車
両
の
走
行
が
困
難
な
林
道
・

作
業
道
が
多
く
、
各
種
調
査
の
実
行
は
ス
ノ

ー
モ
ビ
ル
を
駆
使
し
て
現
地
ま
で
行
く
こ
と

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
月
14
日
安
全
教
育
を

実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
午
前
中
に
座
学
と
し
て
、
ビ
デ

オ
に
よ
り
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
の
基
本
的
取
り
扱

い
を
視
聴
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
数
年
の
類

似
災
害
の
再
学
習
を
し
た
後
、
ト
レ
ー
ラ
ー

の
基
本
的
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
実
物
を
前

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
安
全
教
育 

平成 23 年 3 月 3 日、林野火災発生の危険時期を迎え、林野火災予消防対策の万全を期すため、日高地

区林野火災予消防対策協議会が日高合同庁舎で開催されました。 

 会議では、平成 22 年林野火災被害の概要、平成 23 年の気象概況についての報告と平成 23 年日高地区

林野火災予消防対策実施方針、対策協議会規約の改正について確認しました。また、陸上自衛隊第７師団

からは、林野火災発生時の災害派遣・林野火災消火能力について説明があり、速やかな通報及び情報提供

が必要との要請等がありました。 

 これから空気の乾燥期を向かえ、林野火災の発生の危険時期となります。過去１０年の月別出火件数をみ

ても４月から６月に集中しており、また、出火原因は、たばこ・マッチやごみ焼等、人為的な過失による出火が

多く、今後、暖かくなるにつれて登山や山菜採り等のレクリェーション目的で、一般の方が山に入る機会が多く

なります。 

私たち一人ひとりが火の取扱に十分注意し、また、巡視を行いながら山火事を未然に防止することが必要

となりますので、職員の皆さんのご理解とご協力をよろしくお願い致します。             （管理係長）   

に
説
明
を
聞
い
た
り
、
ひ

と
り
一
人
が
実
際
に
ト

レ
ー
ラ
ー
を
牽
引
し
、
安

全
な
操
作
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
現
地
に
移
動

し
、
実
際
に
ス
ノ
ー
モ
ビ

ル
に
乗
り
、
一
年
ぶ
り
に

感
覚
を
取
り
戻
す
べ
く

真
剣
に
操
作
を
し
て
い

ま
し
た
。
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル

の
操
作
が
初
め
て
の
職

員
に
つ
い
て
は
、
講
師
が

後
部
座
席
に
乗
り
操
作

方
法
に
つ
い
て
教
育
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
最

後
に
感
想
を
聞
い
て
み

る
と
、「
思
っ
て
い
た
よ
り
怖
か
っ
た
」
と
言
う

感
想
を
話
し
た
職
員
も
お
り
、
今
後
も
初
心
を

忘
れ
な
い
で
安
全
な
操
作
に
徹
し
て
欲
し
い
も

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

今
回
の
安
全
教
育
で
全
員
安
全
に
操
作
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
最
後
に
次
長
よ
り
本
日
の
安

全
教
育
で
勉
強
し
た
こ
と
を
基
本
に
、
無
事
故

で
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
を
使
用
し
た
調
査
等
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
と
の
挨
拶
で
全
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
業
務
第
一
課
長
） 

 



 

 

 

 

 

 

 

1
月
27
日
、
北
海
道
森
林
管
理
局
に
お
い

て
「
北
の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術
交
流
発
表

会
」
が
開
か
れ
、
北
海
道
静
内
農
業
高
校
と

共
同
で
発
表
し
、
高
校
の
部
に
お
い
て
局
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

静
内
農
業
高
校
の
３
年
間
に
わ
た
る
環
境
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
課
題
で
あ
る
桜
並
木

の
保
全
活
動
を
、
当
署
が
署
を
あ
げ
て
支
援

に
取
り
組
ん
だ
内
容
の
集
大
成
と
し
て
発
表

し
た
も
の
が
評
価
を
受
け
た
も
の
で
す
。
当

日
の
発
表
は
、
生
徒
を
代
表
し
て
生
徒
会
議

長
の
舘
山
一
樹
君
が
発
表
、
反
保
大
地
君
が

機
器
を
操
作
し
、
①
桜
並
木
に
勢
い
が
な
い

こ
と
に
気
づ
き
、
守
っ
て
い
く
こ
と
を
決
意

し
、
②
森
林
管
理
署
な
ど
外
部
の
方
か
ら
学
び
、

指
導
を
受
け
２
年
間
を
か
け
て
樹
木
の
実
態
調

査
を
実
施
、
③
調
査
結
果
を
分
析
し
、
結
果
を

情
報
発
信
し
て
き
た
こ
と
を
明
解
に
発
表
、
質

疑
応
答
の
時
間
で
は
局
松
本
企
画
調
整
部
長
か

ら
「
衰
退
し
た
サ
ク
ラ
を
守
っ
て
い
く
の
は
大

変
だ
が
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
」
と
の
激
励
の
こ

と
ば
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
署
と
し
て
も
、
２
年
間
ほ
と
ん
ど
全
職
員

が
参
加
し
て
実
施
し
た
取
り
組
み
は
終
了
し
ま

す
が
、
今
後
も
桜
並
木
の
保
全
の
た
め
、
で
き

る
限
り
の
支
援
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
流
域
管
理
調
整
官
） 

捜
査
方
法
と
調
書
の
作
成
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
署
管
内
に
お
い
て

最
近
森
林
窃
盗
の
被
害
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
一
時
間
と
い

う
短
い
講
義
時
間
で
あ
り
ま

し
た
が
、
森
林
窃
盗
に
つ
い
て

も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

昨
今
、
森
林
窃
盗
の
被
害
は

あ
り
ま
し
た
が
、
森
林
犯
罪
と

い
う
事
で
特
別
司
法
警
察
員

と
し
て
の
実
務
を
行
う
事
が

ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
か
ら
、
特

別
司
法
警
察
員
と
し
て
の
意

識
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
、

今
後
も
研
修
を
実
施
し
、
知
識

と
意
識
を
向
上
さ
せ
て
い
く

事
が
重
要
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。      

（
管
理
係
長
） 

 

講師に静内区検察庁副検事 北畠 智大 氏を迎え 

 日高北部署と合同で司法事務研修を実施 

3
月
3
日
に
、
平
成
22
年
度
職

場
内
研
修
実
施
計
画
に
基
づ
く
「
司

法
事
務
研
修
」
を
、
日
高
北
部
森
林

管
理
署
と
の
合
同
で
開
催
し
、
両
署

の
特
別
司
法
警
察
職
員
お
よ
び
関

係
す
る
受
講
者
を
含
め
、
総
勢
22
名

で
受
講
し
ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
、
静
内
区
検
察
庁
副
検

事
の
北
畠
智
大
氏
を
迎
え
、
森
林
犯

罪
と
刑
法
の
基
礎
知
識
及
び
そ
の



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１２日に冬道安全運転講習を受講して参り

ました。生まれが雪の少ない土地でしたので、今ま

で深い雪の中を運転するようなことは無かったた

め、今回の講習は非常に勉強になりました。 

 最初に、座学でＦＦや４ＤＷの動きの違いとＡＢ

Ｓの特性、どのような状況でスリップしやすいのか

を学び、その後路上にでて実習という形でした。実

際に車を動かしてみると、慣れない街での運転と慣

れない動きをする事に少し焦りましたが、講習は無

事終了しました。 

 現場の運転では、講習で学んだことをまだまだ活

かしきれてはいませんが、来期までにはものにして

おきたいと思います。 

（柬理泰範）

 

えりもで初めての冬を迎え、作業道の運転や署

までの長距離運転を、とても不安に思っていまし

た。 

 雪国育ちですが、やはり恐くてなるべく運転し

ないようにしていたので、冬道運転は初心者でし

た。 

 今回、札幌という交通量の多い場所での講習に

緊張しながらも、スリップするメカニズムやタイ

ヤが滑った時の対処方などを実践を交えながら

丁寧に教えていただき、とても勉強になりまし

た。 

 えりもから新ひだか町までの海岸線の一本道

は、多くの車がスピードを出しすぎてしまう道路

ですが、周りに惑わされず常に一定の速度で安全

運転を心懸けたいと思います。 

        （志田有里絵）

（
３
月
31
日
付
） 

【
退
職
者
】 

○
総
務
課 

総
務
係
長 

濱 

秀
雄 

 

（
４
月
１
日
付
） 

【
転
出
者
】 

○
中
部
森
林
管
理
局 

 

総
務
部 

専
門
官 

花
木
健
英 

（
署 

長
） 

○
空
知
森
林
管
理
署 

 

平
岸
森
林
事
務
所
森
林
官 

山
本
謙
也 

（
流
域
管
理
調
整
官
） 

○
北
海
道
森
林
管
理
局 

総
務
部 

 

経
理
課 

課
長
補
佐 

鶴
卷
忠
行 

（
総
務
課
長
） 

○
北
海
道
森
林
管
理
局 

総
務
部 

 

人
事
係
長 

徳
永
隆
則 

（
業
務
第
一
課
長
） 

○
根
釧
東
部
森
林
管
理
署 

業
務
課
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
藤
秋
仁 

（
業
務
第
一
課 

経
営
係
長
） 

○
後
志
森
林
管
理
署 

治
山
課
長 

 横
山 

剛 

（
治
山
課 

治
山
第
二
係
長
） 

○
石
狩
森
林
管
理
署 

厚
田
森
林
事
務
所 

首
席
森
林
官 

名
田
興
生 

（
門
別
森
林
事
務
所 

首
席
森
林
官
） 

○
胆
振
東
部
森
林
管
理
署 

業
務
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

販
売
係
長 

浅
野
瞬
介

（
業
務
二
課 
販
売
係
） 

○
日
高
北
部
森
林
管
理
署 

 

振
内
森
林
事
務
所 

永
井
幸
哉 

（
西
舎
森
林
事
務
所
） 

  

【
転
入
者
】 

○
署 

長 

上
平
清
治 

 

（
留
萌
北
部
森
林
管
理
署
長
） 

○
流
域
管
理
調
整
官 

藤
嶋
辰
昇 

（
日
高
北
部
森
林
管
理
署 

総
務
課
長
） 

○
総
務
課
長 

東 

光
明 

（
空
知
森
林
管
理
署 

 

奥
主
夕
張
森
林
事
務
所
首
席
森
林
官
） 

○
業
務
第
二
課
長 

清
水
口
英 

（
北
海
道
森
林
管
理
局 

計
画
部 

計
画
課 

経
営
計
画
第
二
係
長
） 

○
総
務
課 

総
務
係
長 

作
田 

明 

（
網
走
中
部
森
林
管
理
署 

 

日
吉
森
林
事
務
所
森
林
官
） 

○
業
務
二
課 

販
売
係
長 

井
神
翔
太 

（
石
狩
森
林
管
理
署 

業
務
二
課 

販
売
係
） 

○
治
山
課 

治
山
第
二
係
長 

大
谷
朋
美 

（
日
高
北
部
森
林
管
理
署 

 

総
務
課 

経
理
係
） 

○
業
務
二
課 

販
売
係 

三
上
祥
隆 

（
日
高
北
部
森
林
管
理
署 

 

日
高
森
林
事
務
所
） 

 

【
内
部
異
動
】 

○
業
務
第
一
課 

経
営
係
長 

柏
村
智
明 

○
（
事
務
取
扱
）
東
川
森
林
事
務
所
森
林
官 

佐
久
間
政
敏 

○
（
併
任
）
奥
新
冠
森
林
事
務
所
森
林
官 

土
田
良
己 

○
西
舎
森
林
事
務
所 

柬
理
泰
範 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★新体制での新年度事業の始まり、より一層の連携・協力で事業計画の遂行を。 

★★春らしい季節になりましたが、森林はまだ残雪などがありますので周囲の状況

を確認して安全作業を。 

★★まだまだ朝夕の路面状況の変化がありますので、路面状況に応じた 

安全運転を。 

★★『ぺてかり』の編集体制も変わりましたが、親しまれる広報誌を 

目指しますので皆さんの協力を。          （事 務 局） 

  
【
１
月
】 

１
日
〜
31
日 

ゼ
ロ
災
月
間(

本
月
間)

 

４
日 
仕
事
始
め 

５
日 

署
長
現
場
巡
視 

(

浦
河
・
静
内
・
門
別
地
区)

 

森
林
管
理
署
の
管
轄
区
域
の 

整
序
に
関
す
る
説
明 

６
日 

狩
猟
巡
視 

(

三
石
・
奥
静
内
・
春
別
部
内)

 

11
日 

狩
猟
巡
視
（
若
園
部
内
） 

12
日 

冬
道
安
全
講
習
（
麻
布
） 

三
石
林
道
高
見
線
災
害
復
旧
実
行 

測
量
・
設
計
業
務
一
般
競
争
入
札 

狩
猟
巡
視
（
門
別
部
内
） 

14
日 

ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
安
全
教
育 

18
日 

安
全
点
検
（
浦
河
地
区
） 

 
 
 

素
材
公
売
（
局
） 

新
ひ
だ
か
町 

緑
の
分
権
改
革
推
進
委
員
会 

19
日 

宿
舎
解
体
工
事
一
般
競
争
入
札 

24
日 

収
穫
調
査
外
部
委
託 

一
般
競
争
入
札 

26
日 

安
全
衛
生
委
員
会 

造
林
請
負
契
約
一
般
競
争
入
札 

事
務
用
品
ほ
か
物
品 

一
般
競
争
入
札 

27
日
〜
28
日 
 

北
の
国
・
森
林
づ
く
り 

技
術
交
流
発
表
会 

31
日 

安
全
点
検(

若
園
・
御
園
地
区)

 

 

【
２
月
】 

１
日 

狩
猟
巡
視
（
東
川
部
内
） 

３
日 

Ｖ
Ｄ
Ｔ
点
検(

え
り
も)

 

４
日 

札
幌
地
区 

森
林
管
理
署
長
等
会
議 

７
日 

営
林
友
の
会
役
員
会 

９
日 

狩
猟
巡
視(

御
園
西
・
東
部
内)

 

14
日 

産
業
医
現
場
巡
視(

門
別
地
区)

 

16
日 

安
全
点
検
（
浦
河
地
区
） 

17
日 

素
材
公
売
（
局
） 

17
日
〜
18
日 

 

森
林
管
理
署
長
等
会
議 

22
日 

日
高
山
脈 

襟
裳
国
定
公
園
連
絡
協
議
会 

23
日 

伝
達
研
修 

日
高
の 

森
林
づ
く
り
を
広
げ
る
集
い 

24
日 

森
林
官
等
会
議 

「
ぺ
て
か
り
」
編
集
委
員
会 

安
全
衛
生
委
員
会 

28
日 

事
務
用
品
等
一
般
競
争
入
札 

 

【
３
月
】 

１
日 

診
療
録
検
査
（
緑
愛
） 

２
日 

狩
猟
巡
視
（
三
石
部
内
） 

治
山
工
事
一
般
競
争
入
札 

(

里
平
沢
・
七
沢
越
三
の
沢)

 

３
日 

司
法
事
務
研
修 

 
 
 

勤
務
簿
等
打
合
せ
会
議 

 
 
 

日
高
地
区
林
野
火
災
予
消
防 

対
策
協
議
会(

振
興
局)

 

７
日 

安
全
点
検
（
浦
河
地
区
） 

８
日 

狩
猟
巡
視(

奥
静
内
・
春
別
部
内)

 

９
日 

Ｖ
Ｄ
Ｔ
点
検
（
浦
河
地
区
） 

10
日 

狩
猟
巡
視
（
若
園
部
内
） 

 
 
 

流
域
管
理
連
絡
会
議 

え
り
も
海
岸
林
の
今
後
の
森
林 

管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会 

11
日 

治
山
工
事
（
実
施
測
量
お
よ
び 

設
計
業
務
）
一
般
競
争
入
札 

 
 
 

自
動
対
外
式
除
細
動
器 

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
操
作
説
明
会 

14
日 

産
業
医
現
場
巡
視(

浦
河
地
区)

 

 
 
 

日
高
北
部
署
と
の 

整
序
に
係
る
打
合
せ 

16
日 

各
種
単
価
契
約
一
般
競
争
入
札 

 
 
 

日
高
北
部
署
と
の 

整
序
に
係
る
打
合
せ 

17
日 

宿
舎
運
営
委
員
会 

24
日 

新
ひ
だ
か
地
区
林
野
火
災 

予
消
防
対
策
協
議
会 

28
日 

新
冠
地
区
林
野
火
災 

予
消
防
対
策
協
議
会 

29
日 

浦
河
地
区
林
野
火
災 

予
消
防
対
策
協
議
会 

日
高
町
林
野
火
災 

予
消
防
対
策
協
議
会 

安
全
衛
生
委
員
会 

森
林
官
等
会
議 

30
日 

日
高
地
区
緑
化 

推
進
委
員
会
通
常
総
会 

31
日 

辞
令
交
付
（
退
職
者
） 

 

一
月
〜
三
月
行
事
結
果 




